
【
論
文
】一

九
二
〇
～
三
〇
年
代
の
大
連
詩
壇
に
お
け
る
日
中
文
人
交
流

　
　
―
李
文
権
を
通
し
て
見
る
詩
壇
の
変
遷
―

王　

弘

は
じ
め
に

　

一
九
〇
五
年
の
日
露
戦
争
終
結
後
、
日
本
は
大
連
を
租
借
す
る
。
大
連

は
租
界
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
関
東
都
督
府
（
後
に
関
東
庁
（
に
管
理
さ

れ
る
日
本
の
植
民
地
と
な
る
。
満
洲
の
玄
関
口
と
い
う
戦
略
的
な
位
置
づ

け
に
よ
り
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
大
連
は
、
商
工
業
の
発
達
し
た
近
代

都
市
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
日
中
の
移
民
た
ち
が
大
量
に
流
入
し
、
大
連

社
会
は
新
た
な
発
展
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
発
展
は
商
工
業
の
分
野
だ

け
で
は
な
く
、
文
学
と
芸
術
に
も
及
び
、
日
中
の
漢
詩
人
は
共
同
の
詩
宴

を
開
き
、
漢
詩
の
や
り
取
り
を
含
め
た
応
酬
活
動
を
頻
繁
に
行
っ
た
。

『
遼
東
詩
壇
』（
一
九
二
四
～
三
五（

1
（

（
は
、
そ
の
応
酬
を
通
じ
て
生
ま
れ
た

作
品
を
掲
載
し
た
月
刊
誌
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
に
寄
稿
し
た
日
中
の
漢
詩

人
た
ち
の
こ
と
を
、「
大
連
詩
壇
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　

李
文
権
（
一
八
七
八
～
一
九
三
六（

（
（

（
は
、
一
九
二
五
年
に
大
連
市
長
・

杉
野
耕
三
郎
（
一
八
六
九
～
？
（
の
招
き
で
大
連
に
移
住
し
た
。
到
着

後
、
日
中
関
係
に
関
心
を
寄
せ
、『
盛
京
時
報
大
連
版
』
と
『
東
北
文
化

月
報
』
の
主
筆
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
彼
は
大
連
詩
壇
に
参
加
し
、
寄

稿
者
数
が
一
〇
八
二
人
を
数
え
る
『
遼
東
詩
壇
』
へ
、
漢
詩
を
寄
稿
す

る
。
そ
の
掲
載
数
は
計
一
一
一
首
で
あ
り
、
一
〇
番
目
に
多
い
採
用
数
で

あ
っ
た（

3
（

。
そ
の
後
、
一
九
三
二
年
ま
で
、
八
年
間
の
大
連
生
活
で
同
詩
壇

の
盛
衰
を
見
届
け
た
。
本
稿
は
、
彼
の
目
を
通
じ
て
大
連
詩
壇
の
発
展
と

そ
の
過
程
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
初
頭
の
大
連
詩
壇
は
、
す
で
に
日
中
の
学
術
界

で
注
目
さ
れ
て
い
た
。
同
詩
壇
の
漢
詩
人
に
つ
い
て
、
入
谷
仙
介（

4
（

は
島
根

県
の
地
方
詩
社
「
剪
淞
吟
社
」
の
状
況
を
ま
と
め
、
日
本
本
土
の
詩
人
と

大
連
詩
壇
の
交
流
を
整
理
し
た
。
柴
田
清
継（

5
（

と
中
嶋
謙
昌（

6
（

は
そ
れ
ぞ
れ
、

同
詩
壇
の
日
本
詩
人
・
松
崎
鶴
雄
（
一
八
六
八
～
一
九
四
九
（
と
杉
原
謙

（
一
八
五
八
～
一
九
三
七
（
の
活
動
を
調
査
し
、
日
中
詩
人
の
交
遊
に
つ

い
て
部
分
的
に
検
証
し
た
。
同
詩
壇
の
『
遼
東
詩
壇
』
に
つ
い
て
は
、
孫

海
鵬（

（
（

と
焦
宝（

8
（

が
中
国
研
究
者
の
視
点
か
ら
取
り
上
げ
、『
遼
東
詩
壇
』
の
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実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
李
勤
璞（

9
（

は
、
当
時
の
大
連
に
あ
っ
た

詩
社
の
一
つ
で
あ
る
「
嚶
鳴
社
」
が
刊
行
し
た
、
詩
集
『
嚶
鳴
社
詩
鈔
』

を
整
理
し
た
。
大
連
詩
壇
に
属
す
る
漢
詩
人
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

一
九
二
二
年
に
行
わ
れ
た
詩
宴
「
赤
壁
会（

（1
（

」
が
卞
東
波（

（（
（

に
よ
っ
て
分
析
さ

れ
て
い
る
。

　

従
来
の
先
行
研
究
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大
連
詩
壇
の
輪
郭
が
描
か
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、
孫
海
鵬
、
焦
宝
、
卞
東
波
で
は
、
同
詩
壇
に
よ
る
交

流
の
歴
史
的
価
値
と
文
学
的
価
値
と
を
積
極
的
に
評
価
す
る
。
日
中
共
同

の
大
連
詩
壇
で
は
、「
文
化
親
善
」
は
常
に
言
及
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

両
国
詩
人
た
ち
が
共
通
の
文
化
認
識
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
漢
詩
の
創
作

が
盛
ん
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
満
洲
事
変
の
影
響
に
よ
り
、
同
詩
壇
は
最

終
的
に
は
凋
落
し
て
い
く
。

　

先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
た
し
か
に
日
中
詩
人
間
の
文
化
交
流

は
非
常
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
交
流
も
、
政
治
の
衝
突
に
よ
り
強
引
に

断
絶
さ
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
結
論
を
少
し
先
取
り
し
て
述

べ
る
な
ら
ば
、
大
連
詩
壇
の
繁
栄
と
そ
の
背
後
に
は
日
中
詩
人
間
に
お
け

る
、
あ
る
齟
齬
が
潜
在
的
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
中
詩
人
間
に

お
け
る
齟
齬
は
、
両
国
の
政
治
衝
突
に
よ
り
拡
大
さ
れ
、
詩
人
た
ち
は
最

終
的
に
す
れ
違
い
の
結
末
を
迎
え
て
い
く
。
こ
の
過
程
に
つ
い
て
、
先
行

研
究
で
は
ま
だ
十
分
に
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て
、
中
国
漢
詩
人
を

対
象
と
し
た
研
究
も
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
彼
ら
の
同
詩
壇
に
対
す
る

認
識
と
態
度
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
大
連
詩
壇
に
お
け
る
日
中
漢
詩
人
の
交
流
と
、
そ

の
凋
落
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。
そ
の
際
、
と
く
に
李
文
権
の
視
点
を
通

し
て
同
詩
壇
の
発
展
と
そ
の
過
程
に
注
目
す
る
。
ま
ず
、
大
連
漢
詩
人
の

文
学
活
動
に
つ
い
て
概
観
し
、
次
に
、
李
文
権
と
中
国
人
移
民
の
大
連
に

到
来
し
た
状
況
を
整
理
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
日
中
両
詩
人
間
の
態
度
を

検
証
し
、
両
者
に
お
け
る
齟
齬
と
、
協
力
の
過
程
を
描
く
。
最
後
に
、
大

連
詩
壇
の
凋
落
と
李
文
権
ら
中
国
人
の
大
連
退
去
を
考
察
し
、
政
治
問
題

が
同
詩
壇
に
与
え
た
影
響
を
捉
え
て
い
く
。
本
論
は
、
先
行
論
に
お
け
る

『
遼
東
詩
壇
』
の
研
究
中
に
、
こ
れ
ま
で
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
詩
集

「
連
交
唱
和
集
」
な
ど
に
お
け
る
中
国
人
た
ち
の
書
い
た
序
文
や
同
誌
の

「
詩
壇
漫
筆
」
欄
に
掲
げ
ら
れ
た
記
事
な
ど
に
も
注
目
し
、
ま
た
在
連
日

本
人
の
吉
川
鉄
華
（
生
没
年
不
詳
、
詩
人
（
と
山
口
慎
一
（
一
九
〇
七
～

八
〇
、
記
者
（
の
手
記
を
併
用
し
、
細
部
の
検
証
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
原
文
引
用
中
の
括
弧
表
記
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

　

一
　
大
連
詩
人
の
文
学
活
動

　

一
九
二
〇
年
代
か
ら
大
連
の
文
化
は
繁
栄
す
る
。
関
東
庁
は
文
化
機
関

を
設
立
し
、
一
九
一
四
年
に
大
連
図
書
館
を
、
一
九
年
に
関
東
庁
博
物
館

を
、
二
八
年
に
満
蒙
資
源
館
を
開
設
し
た
。
民
間
の
新
聞
雑
誌
が
大
量
に

発
行
さ
れ
、
四
五
年
ま
で
二
九
五
種（

（1
（

の
創
刊
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
芸
術
は
発
展
し
、
例
え
ば
日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
浄
瑠
璃
が
大
連

―�6（�―
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慣
と
し
て
い
た
文
化
人
が
消
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
逆
に
、
こ
れ
ら
の

「
旧
知
識
人
」
と
称
さ
れ
る
者
た
ち
は
、
文
学
界
と
学
術
界
の
中
堅
で

あ
っ
た（

（1
（

。

　

大
連
詩
壇
は
こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
で
生
ま
れ
て
い
る
。
以
下
に
、
同

詩
壇
の
内
部
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
浩
然
社
は
一
九
〇
九
年

に
設
立
さ
れ
、
大
連
の
日
本
人
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
初
期

メ
ン
バ
ー
は
二
〇
人
で
あ
っ
た
が
、
来
連
す
る
日
本
人
移
民
の
増
加
に
よ

り
拡
大
し
て
い
た
。
成
員
は
関
東
州
の
官
僚
と
議
員
、
新
聞
記
者
、
文
学

者
な
ど
が
い
た
が
、
田
岡
正
樹
（
一
八
六
四
～
一
九
三
六（

（1
（

（
は
同
社
の
中

心
的
人
物
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
田
岡
正
樹
、
字
は
子
長
、
士

長
、
号
は
淮
海
、
高
知
県
の
出
身
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
に
中
国
に
到
着

し
、
上
海
東
亜
同
文
書
院
で
教
師
を
、
北
洋
講
武
学
堂
で
翻
訳
官
を
務
め

て
い
た
。
一
〇
年
に
大
連
に
移
住
し
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
調
査
課
に

勤
務
し
て
い
る
。
田
岡
は
漢
詩
集
『
淮
海
詩
鈔
』
を
出
版
し
、『
遼
東
詩

壇
』
を
創
刊
し
た
。
大
連
詩
壇
の
中
で
も
中
心
的
な
詩
人
で
あ
り
、
日
中

の
文
化
人
を
率
い
て
、
応
酬
を
行
っ
た
。

　

嚶
鳴
社
と
宗
風
社
は
中
国
人
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
嚶
鳴

社
は
一
九
二
一
年
に
広
東
省
出
身
の
実
業
家
・
胡
子
晋
（
一
八
七
七
～

一
九
三
〇（

（1
（

（
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
。
胡
子
晋
、
字
は
哮
公
で
あ
り
、
満
洲

で
は
「
南
洋
兄
弟
煙
草
公
司
東
三
省
分
局
」
の
局
長
を
務
め
て
い
た
。

『
広
東
竹
枝
詞
』『
商
隠
盧
集
』『
三
遼
吟
草
』
な
ど
の
詩
集
を
執
筆
し
て

い
る
。
嚶
鳴
社
の
成
員
に
は
、
李
文
権
（
字
は
涛
痕
、
道
衡
、
新
聞
主

の
舞
台
で
上
演
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
代
的
な
映
画
、
美

術
、
音
楽
も
披
露
さ
れ
て
い
た
。
文
学
界
に
お
い
て
は
、
数
あ
る
ジ
ャ
ン

ル
の
中
で
も
、
と
く
に
小
説
、
詩
歌
、
随
筆
が
大
連
社
会
で
は
流
行
し

た（
（1
（

。
古
川
賢
一
郎
の
作
品
『
蒙
古
十
月
』
は
当
地
の
民
謡
を
改
編
し
、
満

洲
の
生
活
状
況
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
甲
斐
操
や
山
内
義
雄
な
ど
は
、
大

連
で
異
国
情
緒
を
漂
わ
せ
る
作
品
を
執
筆
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
漢
詩
も
ま
た
文
学
の
一
種
と
し
て
隆
盛
し
て
い

た
。
大
連
で
は
、
浩
然
社
、
嚶
鳴
社
、
宗
風
社
の
三
つ
の
漢
詩
社
が
み
ら

れ
、
既
に
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
『
遼
東
詩
壇
』
と
い
う
専
門
誌
が
発
行

さ
れ
て
い
た
。『
遼
東
詩
壇
』
で
は
、
創
刊
か
ら
廃
刊
ま
で
に
総
計

八
一
一
二
首（

（1
（

の
漢
詩
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
そ
の
数
か
ら
も
、
大
連
に
お
け

る
漢
詩
の
歓
迎
さ
れ
る
程
度
が
窺
え
る
。

　

二
〇
年
代
の
日
中
社
会
の
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
大
連
詩
壇
の
活
動
は
異

例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
日
本
で
は
文
言
一
致
運
動
、
中
国
で
は
同
時
期
の

白
話
文
運
動
の
影
響
に
よ
り
、
両
国
社
会
内
部
で
の
漢
詩
文
の
創
作
は
、

一
般
的
に
は
衰
退
の
傾
向
に
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
欧
米
文
化
を
受
け
容

れ
た
新
し
い
世
代
の
知
識
人
た
ち
は
、
漢
詩
文
の
素
養
が
弱
ま
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
漢
詩
の
応
酬
唱
和
に
対
す
る
興
味
も
減
じ
て
い
た
。
大
衆
文

化
の
代
表
で
あ
る
新
聞
雑
誌
か
ら
も
、「
漢
詩
欄
」
が
続
々
と
撤
去
さ
れ

て
い
た
状
況
が
認
め
ら
れ
る（

（1
（

。

　

し
か
し
、
欧
米
文
化
を
中
核
と
す
る
「
新
文
学
」
が
知
識
人
の
あ
い
だ

で
は
主
流
と
な
っ
た
も
の
の
、
漢
文
の
素
養
を
持
ち
、
漢
詩
の
創
作
を
習

―�63�―
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筆
（、
傅
立
魚
（
一
八
八
二
～
一
九
四
五
、
字
は
笠
魚
、
新
聞
主
筆
（、
黄

越
川
（
一
八
七
七
～
一
九
五
四
、
名
は
廣
、
字
は
越
川
、
商
人
（、
閻
伝

紱
（
一
八
九
五
～
一
九
六
二
、
字
は
紉
弢
、
官
僚
（、
陳
錫
庚

（
一
八
七
五
～
一
九
四
五
、
字
は
隠
塵
、
教
師
（
な
ど
が
い
た
。
嚶
鳴
社

に
は
機
関
誌
が
な
く
、
成
員
の
詩
文
は
田
岡
の
『
遼
東
詩
壇
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
た
。
二
六
年
に
出
版
さ
れ
た
『
嚶
鳴
社
詩
鈔
』
と
い
う
四
冊
の
詩

文
集
が
唯
一
の
刊
行
物
で
あ
る
。

　

宗
風
社
は
一
九
二
六
年
に
、『
東
北
文
化
月
報
』
の
主
筆
・
楊
成
能

（
一
八
七
八
～
一
九
七
二
（
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
詩
社
で
あ
る
。
楊
成
能
、

字
は
新
誠
、
浙
江
省
銭
塘
の
人
で
あ
る
。
中
国
各
地
の
学
校
で
教
師
を
務

め
た
こ
と
が
あ
り
、
二
〇
年
に
大
連
の
文
化
組
織
・
満
蒙
文
化
協
会
の
責

任
者
に
な
っ
て
い
る
が
、
二
七
年
に
大
連
を
去
っ
て
い
る
。
同
社
の
成
員

と
活
動
は
嚶
鳴
社
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
僅
か
二
年
間
で
、
楊
成

能
の
大
連
退
去
に
随
い
解
体
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
詩
社
は
通
常
、
詩
宴
の
開
催
を
主
な
活
動
と
し
、
成
員
の
歓

迎
会
、
送
別
会
、
誕
生
日
会
、
追
悼
詩
会
で
漢
詩
の
唱
和
を
行
っ
て
い

た
。
ま
た
、
中
国
の
伝
統
的
な
節
句
（
上
巳
節
や
中
秋
節
な
ど
（
に
も
詩

宴
が
開
催
さ
れ
、
歴
史
的
に
有
名
な
文
人
活
動
の
記
念
会
（
蘭
亭
の
集

会
、
赤
壁
会
な
ど
（
も
行
っ
て
い
た
。

　

一
九
三
〇
年
に
至
る
と
、
浩
然
社
と
嚶
鳴
社
の
成
員
は
続
々
と
高
齢
で

亡
く
な
り
、
あ
る
い
は
大
連
を
離
れ
て
他
の
都
市
に
移
住
し
、
両
社
の
活

動
は
衰
退
の
一
途
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
田
岡
正
樹
は
新
た
な
詩

社
「
以
文
社
」
を
結
成
し
、
元
両
社
の
日
中
詩
人
を
新
し
い
詩
社
に
集
め

さ
せ
た
。
以
文
社
は
従
来
通
り
の
や
り
方
で
三
五
年
ま
で
存
続
し
た
が
、

三
六
年
に
田
岡
の
死
で
解
散
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

大
連
詩
壇
の
活
動
状
況
は
主
に
『
遼
東
詩
壇
』
に
掲
載
さ
れ
る
。『
遼

東
詩
壇
』
は
一
九
二
四
年
に
田
岡
正
樹
に
創
刊
さ
れ
た
月
刊
誌
で
あ
る

が
、
編
集
者
に
は
田
岡
の
他
、
野
村
直
彦
（
？
～
一
九
二
八
、
号
は
柳

洲
、
教
師
（、
松
崎
鶴
雄
（
一
八
六
八
～
一
九
四
九
、
号
は
柔
父
、
図
書

館
員
（
な
ど
が
い
た
。
同
誌
に
は
「
摛
藻
揚
芬
」「
時
事
零
墨
」「
詩
壇
漫

筆
」
な
ど
の
欄
が
設
置
さ
れ
、
大
連
詩
人
の
詩
作
と
日
中
両
国
か
ら
の
漢

詩
寄
稿
が
掲
載
さ
れ
た
。
同
誌
は
大
連
唯
一
の
漢
詩
雑
誌
で
あ
り
、
詩
人

た
ち
の
間
を
つ
な
ぐ
た
め
の
役
割
を
も
担
っ
て
い
た
。
日
中
文
化
人
の
応

酬
活
動
の
隆
盛
が
原
因
で
、
日
中
両
国
内
地
の
文
人
・
政
治
家
、
西
園
寺

公
望
、
内
藤
湖
南
、
鈴
木
虎
雄
、
志
賀
重
昂
、
陳
三
立
、
陳
衍
な
ど
の
関

心
を
も
引
き
寄
せ
、『
遼
東
詩
壇
』
に
寄
稿
し
て
い
る
。
他
の
当
地
の
メ

デ
ィ
ア
、
例
え
ば
、『
泰
東
日
報
』
や
『
盛
京
時
報
大
連
版
』、
雑
誌
『
東

北
文
化
月
報
』
な
ど
に
も
「
漢
詩
欄
」
が
あ
り
、
文
士
た
ち
の
詩
文
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
～
三
〇
年
代
に
大
連
詩
壇
の
漢
詩
交
流
は
日
中
両

国
の
注
目
を
集
め
た
と
言
え
よ
う
。

二
　
李
文
権
ら
中
国
人
移
民
の
大
連
到
来

　

李
文
権
は
北
京
の
官
僚
の
家
庭
で
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
父
に
広
東
省
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梅
州
市
の
任
地
に
連
れ
ら
れ
、
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
。
彼
の
父
は
二
品

大
員
の
地
位
に
授
け
ら
れ
、
彼
も
国
の
人
材
に
な
る
よ
う
に
教
育
さ
れ

た
。
そ
の
期
待
を
報
い
る
た
め
、
優
れ
た
中
国
古
典
文
化
の
素
養
を
基

に
、
一
九
歳
で
生
員
を
、
二
四
歳
で
挙
人
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
〇
二
年

に
京
師
大
学
堂
が
新
式
教
育
を
展
開
し
、
彼
は
初
代
の
中
国
本
土
で
新
式

教
育
を
う
け
る
学
生
と
し
て
入
学
し
た
。
在
学
中
に
巌
谷
孫
蔵
や
矢
野
仁

一
ら
に
経
済
、
法
律
、
軍
事
知
識
を
教
わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
日
本
に
対

す
る
関
心
が
高
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
〇
六
年
に
卒
業
後
、
日
本
の
文
部

省
の
招
聘
を
経
て
東
京
高
等
商
業
学
校
の
中
国
語
教
師
と
し
て
来
日
し

た
。

　

在
日
期
間
中
は
、
教
師
の
職
務
を
努
め
る
か
た
わ
ら
、『
中
国
実
業
雑

誌
』（
一
九
一
二
～
一
九（

（1
（

（
と
い
う
中
国
語
経
済
誌
を
創
刊
し
、
日
本
の

経
済
情
報
を
中
国
に
発
信
し
た
。
ま
た
、
教
師
と
雑
誌
社
社
長
の
二
つ
の

側
面
の
ほ
か
に
も
、
一
文
化
人
と
す
る
彼
は
日
本
の
詩
人
・
松
浦
厚

（
一
八
六
四
～
一
九
三
四
、
号
は
鸞
洲
、
貴
族
院
議
員
（
や
大
江
孝
之

（
一
八
五
七
～
一
九
一
六
、
号
は
敬
香
、
新
聞
記
者
（
な
ど
と
漢
詩
の
唱

和
を
行
っ
て
い
た
。『
中
国
実
業
雑
誌
』
で
は
、「
漢
詩
欄
」
が
設
置
さ

れ
、
一
〇
七
人
の
作
者
と
三
二
九
首（

11
（

の
詩
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
文
権

は
、
仕
事
の
関
係
で
東
南
ア
ジ
ア
、
米
国
、
日
本
各
地
に
旅
立
ち
、
異
国

の
風
景
と
旅
行
中
の
情
緒
を
詠
じ
る
漢
詩
を
同
誌
に
掲
載
し
た
。
そ
の
漢

詩
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

怕
聞
人
説
婆
羅
洲　
　

怕
れ
聞
く　

人
の
婆
羅
洲
を
説
く
を　

英
北
荷
南
版
籍
收　
　

英
北　

荷
南　

版
籍
収
む

若
使
道
乾
今
尚
在　
　

若
し
道
乾
を
し
て
今
尚
お
在
ら
し
め
ば

龍
旗
焉
将
不
長
留　
　

龍
旗　

焉
ん
ぞ
将
に　

長
く
留
ま
ら
ざ
ら
ん

（「
過
婆
羅
洲
」『
南
洋
群
島
商
業
研
究
会
雑
誌
』
一
九
一
一
年
第
二

期
（

　

こ
の
詩
は
一
九
一
一
年
に
彼
は
東
南
ア
ジ
ア
の
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
（
婆

羅
洲
（
に
視
察
す
る
途
中
に
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
朝
の
海
賊
林

道
乾
（
生
没
年
不
詳（

1（
（

（
が
ま
だ
生
き
て
い
れ
ば
、
清
朝
の
「
龍
旗
」
は
南

洋
で
ひ
ら
め
く
よ
う
に
な
る
と
、
漢
詩
の
内
容
か
ら
列
強
の
南
洋
進
出
に

対
す
る
憤
慨
と
文
権
の
愛
国
心
が
読
み
取
れ
る
。
来
日
初
期
に
、
彼
は
南

洋
華
僑
と
連
絡
す
る
こ
と
を
通
じ
、
清
朝
政
府
の
財
政
問
題
を
解
決
し
よ

う
と
考
え
て
い
た
。
明
朝
中
国
は
南
洋
に
対
す
る
支
配
力
が
強
く
、
そ
れ

と
対
照
的
に
列
強
の
進
出
に
よ
り
、
清
朝
の
国
勢
が
弱
体
化
し
た
。
彼
の

漢
詩
か
ら
、
そ
の
遺
憾
の
気
持
ち
が
窺
え
る
。

　

一
九
一
七
年
に
帰
国
後
、
文
権
は
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
生
活
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。
軍
閥
に
よ
る
内
戦
の
影
響
で
、
転
居

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
前
後
、
中
国
国
内
の
政

治
環
境
が
不
穏
と
な
る
。
こ
れ
は
、
皖
系
、
直
系
、
奉
系
の
軍
閥
が
北
京

政
権
の
取
得
を
め
ぐ
り
、
争
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
一
九
二
〇
年
に
直

皖
戦
争
、
二
二
年
と
二
四
年
に
二
度
の
奉
直
戦
争
が
起
こ
る
。
他
方
、
南
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創
設
さ
れ
た
の
が
満
洲
に
於
け
る
漢
詩
社
の
濫
觴
で
あ
る
。（
…
…
（

文
学
に
興
味
の
あ
る
上
流
階
級
の
人
は
此
の
優
美
な
る
趣
味
に
共
鳴

し
て
加
入
す
る
者
が
頗
る
多
か
っ
た
。（
…
…
（
大
正
一
三
年
一
〇

月
に
田
岡
淮
海
先
生
が
浩
然
吟
社
を
中
心
と
し
、
日
支
親
善
を
標
榜

し
て
「
遼
東
詩
壇
」
を
刊
行
さ
れ
た
。
支
人
側
は
支
人
側
と
し
て
別

に
嚶
鳴
吟
社
な
る
も
の
を
組
織
し
、（
…
…
（（
中
国
詩
人
は
（
随
時

に
詩
会
を
開
き
、
其
詩
稿
は
「
遼
東
詩
壇
」
に
掲
載
す
る
こ
と
と

し
、（
両
国
詩
人
は
（
互
い
に
連
絡
を
取
り
、
時
々
連
合
詩
会
を
開

き
、
大
い
に
詩
道
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

　

大
連
詩
壇
の
経
緯
は
吉
川
の
記
述
で
は
っ
き
り
し
た
。
一
九
〇
九
年
に

浩
然
社
が
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
と
き
は
、
大
連
詩
壇
の
メ
ン
バ
ー
が
少

な
く
、
中
国
詩
人
が
ほ
ぼ
い
な
か
っ
た
。
一
九
一
〇
年
代
に
日
中
文
化
人

の
共
同
に
参
加
す
る
応
酬
活
動
が
珍
し
く
、
二
一
年
に
嚶
鳴
社
が
設
立
さ

れ
て
か
ら
、
状
況
が
徐
々
に
変
わ
っ
た
。

　
『
遼
東
詩
壇
』
の
発
刊
は
大
連
詩
壇
の
隆
盛
期
を
迎
え
る
シ
ン
ボ
ル
で

あ
っ
た
。
文
権
は
二
五
年
に
来
連
し
た
後
、
嚶
鳴
社
に
参
加
し
た
。
文
権

と
同
様
に
、
古
典
知
識
を
有
す
る
中
国
人
は
、
み
な
こ
の
時
期
に
大
連
に

到
着
し
た
。

　

具
体
的
に
み
れ
ば
、
彼
ら
の
中
に
「
遺
老
」、「
政
治
家
」、「
避
難
者
」

な
ど
が
い
た
。
遺
老
と
い
う
の
は
、
清
朝
時
代
に
功
名
を
取
得
し
、
朝
廷

に
仕
え
た
者
た
ち
で
、
民
国
期
に
新
し
い
政
府
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
断
っ

方
の
広
東
政
府
が
北
洋
軍
閥
の
打
倒
を
目
指
し
、
二
二
～
二
八
年
ま
で
三

回
の
北
伐
を
行
っ
た
。
一
九
二
八
年
に
蔣
介
石
は
中
国
の
統
一
を
宣
言

し
、
政
局
は
一
旦
安
定
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
戦
争
状
態
の
中
、
華
北
地
域
は
何
度
も
戦
場
に
な
っ
た
。

そ
の
影
響
を
受
け
、
文
権
は
一
九
二
五
年
に
大
連
に
避
難
し
た
。
同
時
期

に
来
連
す
る
中
国
人
が
多
か
っ
た
。
大
連
で
は
、
一
九
二
六
～
二
九
年
の

あ
い
だ
、
中
国
人
の
人
口
数
は
一
六
％
ほ
ど
増
加
し
た（

11
（

。
安
全
性
と
待
遇

の
保
障
が
移
民
た
ち
の
目
当
て
で
あ
っ
た
。
在
日
期
間
中
に
文
権
は
「
東

京
大
正
博
覧
会
」（
一
九
一
四
（
で
日
中
貿
易
館
の
担
当
者
を
務
め
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
が
大
連
市
長
杉
野
耕
三
郎
の
彼
を
招
い
て
く
る
理
由
と

な
っ
た
。
文
権
は
、
二
五
年
に
行
な
わ
れ
て
い
た
「
大
連
勧
業
会
」（
大

連
市
政
府
主
催
（
の
責
任
者
に
委
任
さ
れ
、
初
の
仕
事
を
得
た
。
そ
の

後
、
満
蒙
文
化
協
会
の
客
員
を
務
め
、『
東
北
文
化
月
報
』
の
主
筆
に

な
っ
た
。
二
六
～
二
七
年
の
あ
い
だ
に
、
盛
京
時
報
社
と
協
議
し
、
同
新

聞
の
付
属
刊
行
物
と
し
て
大
連
地
方
向
け
の
『
盛
京
時
報
大
連
版
』
を
主

宰
し
た
。

　

李
文
権
ら
中
国
人
移
民
の
大
連
到
来
は
、
大
連
詩
壇
の
状
況
を
大
い
に

変
え
さ
せ
た
。
一
九
四
一
年
に
日
本
詩
人
の
吉
川
鉄
華
（
浩
然
社
成
員
（

は
大
連
詩
壇
に
対
す
る
回
顧
で
次
の
よ
う
に
同
詩
壇
の
移
り
変
わ
り
を

語
っ
た（

11
（

。

　

明
治
四
二
年
遼
東
新
報
社
の
社
長
末
長
鉄
厳
先
生
が
浩
然
吟
社
を
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た
人
物
で
あ
る
。
清
朝
に
学
部
郎
中
を
務
め
て
い
た
王
季
烈
（
一
八
七
三

～
一
九
五
二
、
字
は
君
九
（、
学
部
二
等
諮
議
官
を
担
当
し
て
い
た
羅
振

玉
（
一
八
六
六
～
一
九
四
〇
、
字
は
式
如
（
は
そ
の
例
で
あ
る
。
二
人
は

そ
れ
ぞ
れ
一
九
二
七
、二
八
年
に
関
東
州
に
到
着
し
、
政
治
の
紛
争
か
ら

離
れ
、
学
術
研
究
に
専
念
し
た
。
中
国
政
治
家
は
、
例
え
ば
、
蔡
廷
干

（
一
八
六
一
～
一
九
三
五
、
字
は
耀
堂
（、
孫
宝
琦
（
一
八
六
七
～

一
九
三
一
、
字
は
慕
韓
（、
王
揖
唐
（
一
八
七
八
～
一
九
四
八
、
字
は
慎

吾
（
な
ど
が
い
た
。
彼
ら
は
民
国
政
府
の
仕
事
を
や
め
、
大
連
に
移
住
し

た
。
か
つ
て
「
北
洋
の
虎
」
と
評
さ
れ
る
段
祺
瑞
（
一
八
六
五
～

一
九
三
六
（
も
、
直
皖
戦
争
で
失
脚
後
、
二
六
年
に
療
養
の
た
め
、
大
連

に
短
時
間
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
も
「
中
秋
節
日
作
十
首
三
」
や

「
奉
賦
青
浦
子
爵
」
な
ど
八
首
の
漢
詩
を
『
遼
東
詩
壇
』
に
寄
稿
し
た（

11
（

。

避
難
者
に
つ
い
て
、
文
権
は
一
例
で
あ
る
。
彼
の
他
に
、
前
出
の
楊
成

能
、
黄
越
川
、
陳
錫
庚
な
ど
も
戦
乱
か
ら
回
避
す
る
た
め
に
来
連
し
た
。

彼
ら
は
大
連
で
商
売
を
し
た
り
、
就
職
し
た
り
、
生
活
の
基
盤
を
築
き
、

余
暇
の
時
間
を
も
っ
て
大
連
詩
壇
の
活
動
に
参
加
し
た
。

三
　
大
連
日
中
詩
人
の
齟
齬

　

大
連
に
移
住
し
て
き
た
中
国
詩
人
は
、
漢
詩
を
通
し
て
自
身
の
経
験
と

大
連
で
の
感
想
を
詠
じ
、
そ
の
過
程
で
一
種
の
態
度
が
形
成
さ
れ
た
。
大

連
に
つ
い
た
と
き
、
李
文
権
は
四
七
歳
で
あ
っ
た
。「
五
十
に
し
て
天
命

を
知
る
」
と
い
う
言
葉
は
あ
る
が
、
五
〇
歳
に
し
て
自
身
の
満
足
で
き
る

業
績
が
な
か
っ
た
た
め
、
彼
は
常
に
運
命
の
曲
折
を
嘆
い
た
。
遼
東
半
島

で
身
を
放
浪
す
る
態
度
の
表
れ
る
漢
詩
が
よ
く
詠
じ
ら
れ
た
。

何
須
飲
酒
置
膠
東　
　

何
ぞ
須
い
ん　

飲
酒　

膠
東
に
置
き

拔
剣
長
吁
仰
太
空　
　

剣
を
抜
き　

長
吁
し
て　

太
空
を
仰
ぐ
を

潦
倒
六
年
吾
已
老　
　

潦
倒
た
る
こ
と
六
年
に
し
て　

吾
已
に
老
い

澆
愁
有
術
只
杯
中　
　

愁
を
澆
ぐ
に　

術
に
有
る
も
只
だ
杯
中
の
み

（「
席
上
歩
淮
海
先
生
韻
得
二
首
」『
遼
東
詩
壇
』
第
六
四
号
、

一
九
三
一
年
（

　

こ
の
漢
詩
は
日
中
詩
人
共
同
の
詩
宴
で
詠
じ
ら
れ
た
。
詩
宴
で
は
愉
快

な
雰
囲
気
で
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
彼
の
詩
か
ら
そ
の
楽
し
さ
が
感
じ
ら

れ
ず
、
老
い
た
自
身
に
対
す
る
嘆
き
と
落
ち
ぶ
れ
た
人
生
へ
の
悲
観
的
な

態
度
し
か
捉
え
ら
れ
な
い
。
漢
詩
の
中
に
、「
六
年
」
と
い
う
表
現
が
表

れ
、
文
権
は
、
詩
作
を
通
し
て
、
大
連
に
滞
在
し
て
い
る
六
年
間
を
ま
と

め
る
。「
潦
倒
」
の
二
字
か
ら
、
大
連
生
活
に
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
気

持
ち
が
窺
え
る
。
歳
月
の
流
れ
で
、
青
年
時
代
に
日
本
へ
行
き
、
中
国
の

た
め
に
経
済
情
報
を
探
る
と
き
の
活
力
が
喪
失
し
つ
く
し
た
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。

　

彼
の
考
え
方
は
中
国
の
社
会
情
勢
と
深
く
か
か
わ
る
。
満
洲
へ
の
移
住

は
、
多
く
の
中
国
人
に
と
っ
て
や
む
を
得
な
い
選
択
で
あ
り
、
戦
乱
の
中
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に
生
き
て
い
く
た
め
で
あ
っ
た
。
宗
風
社
の
楊
成
能
は
「
東
北
文
化
月
報

詩
欄
」
の
「
序
言
」
で
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
君
子
の
皆
様
は
世
間
の

争
い
を
腹
い
っ
ぱ
い
経
験
し
、
各
々
違
う
気
持
ち
を
抱
い
て
い
る
。
遠
方

か
ら
こ
こ
に
集
ま
り
、
政
治
か
ら
遠
ざ
け
て
、
つ
ま
ら
な
く
過
ご
し
て
い

る
。
世
間
の
気
風
を
観
察
す
る
者
は
（
こ
の
「
月
報
」
の
詩
欄
か
ら
（
何

か
が
得
ら
れ
る
な
ら
、
こ
の
欄
も
無
駄
で
は
な
か
ろ
う
」
と（

11
（

。
楊
は
漢
詩

を
世
間
の
風
潮
が
示
せ
る
道
具
と
し
て
考
え
て
い
た
。
彼
の
言
葉
か
ら
、

乱
世
の
中
に
中
国
文
化
人
た
ち
が
共
通
的
に
隠
遁
の
態
度
を
取
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
漢
詩
は
社
会
に
対
す
る
啓
示
で
あ
り
、
実

社
会
に
出
よ
う
と
す
る
者
へ
の
吹
き
流
し
で
あ
る
。

　

ほ
か
の
中
国
詩
人
、
例
え
ば
、
羅
振
玉
は
次
の
よ
う
な
漢
詩
を
詠
じ

た
。

十
載
桑
隅
逝
水
流　
　

十
載
の
桑
隅　

逝
水
流
る

身
今
隠
矣
復
何
求　
　

身
は
今
隠
れ　

復
た
何
を
か
求
め
ん

哀
時
但
有
心
如
噎　
　

哀
時　

但
だ
心
の
噎
の
如
き
有
る
の
み

対
鏡
還
驚
雪
満
頭　
　

鏡
に
対
し　

還
た
驚
く　

雪
の
頭
に
満
つ
る

を（「
奉
和
二
峰
先
生
見
懐
之
作
」『
遼
東
詩
壇
』
第
六
四
号
、

一
九
三
一
年
（

　

民
国
に
入
っ
て
、
羅
は
清
朝
政
権
の
蘇
生
を
図
っ
た
。
一
九
二
四
年
に

溥
儀
の
信
頼
を
得
て
、
そ
の
側
近
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
陳
宝
琛
、
鄭
孝

胥
ら
保
守
派
と
の
競
争
で
負
け
、
溥
儀
か
ら
の
信
頼
を
失
っ
た
。
二
八
年

に
羅
は
旅
順
に
赴
き
、「
小
朝
廷
」
の
事
務
か
ら
解
放
さ
れ
、
学
術
に
専

念
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
彼
は
山
本
悌
二
郎
（
一
八
七
〇
～
一
九
三
七
、

号
は
二
峯
（
と
唱
和
し
、
自
身
の
哀
愁
を
表
し
た
。

　

漢
詩
の
中
に
、「
十
載
桑
隅
」
は
、
一
九
〇
一
～
〇
二
年
（
教
育
視

察
（、
〇
九
年
（
商
務
視
察
（、
一
一
～
一
九
年
（
亡
命
（
三
回
の
日
本
滞

在
を
指
し
て
い
る
。
前
二
回
は
清
朝
官
僚
と
し
て
、
三
回
目
は
政
治
亡
命

者
と
し
て
来
日
し
た
。
一
〇
年
間
の
日
本
滞
在
で
、
彼
は
曲
折
の
人
生
を

体
験
し
、「
身
今
隠
矣
復
何
求
」
の
一
句
で
は
、
大
連
に
「
隠
居
」
し
、

一
旦
落
ち
着
く
よ
う
に
な
っ
た
気
持
ち
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
転
句
で

は
、「
哀
時
」
と
「
心
如
噎
」
が
表
れ
、
羅
が
境
遇
に
対
す
る
不
満
足
の

気
持
ち
も
伝
わ
る
。

　

政
治
家
の
段
祺
瑞
は
大
連
で
療
養
す
る
途
中
、
次
の
よ
う
な
漢
詩
を
詠

じ
た
。当

時
豪
傑
士　
　

当
時　

豪
傑
の
士

已
尽
還
北
印　
　

已
に
尽
く
北
印
に
還
る

栄
華
浮
雲
去　
　

栄
華　

浮
雲
の
ご
と
く
去
り

大
夢
若
黄
梁　
　

大
夢　

黄
梁
の
若
し

（「
旅
大
遊
」『
遼
東
詩
壇
』
第
二
七
号
、
一
九
二
七
年
、
抜
粋
（

―�68�―

日本漢文学研究 18



　

こ
れ
は
段
の
「
旅
大
遊
」
か
ら
一
節
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
漢
詩

を
通
じ
、
日
清
戦
争
下
に
お
け
る
中
国
軍
の
大
連
で
の
戦
い
を
懐
古
す

る
。
こ
の
一
節
で
、
段
は
中
国
戦
士
の
大
連
撤
退
に
対
す
る
感
慨
を
洩
ら

し
、
漢
詩
の
最
後
に
「
栄
華
浮
雲
去
、
大
夢
若
黄
梁
」
を
詠
じ
、
歴
史
に

対
す
る
虚
し
さ
の
気
持
ち
が
窺
え
る
。
こ
の
句
は
彼
の
境
遇
に
も
重
な

り
、
隠
遁
生
活
を
過
ご
し
、
人
生
に
対
す
る
悲
嘆
と
も
理
解
で
き
る
。

　

一
九
〇
五
年
に
「
科
挙
廃
止
」
の
法
令
が
公
布
さ
れ
、
中
国
古
典
文
化

へ
の
習
得
が
出
世
の
道
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
新
し
い
知
識
人

は
西
洋
知
識
に
関
心
を
寄
せ
、
古
典
文
化
の
素
養
を
鍛
え
る
若
者
が
大
幅

に
減
っ
た
。
一
九
年
に
「
新
文
化
運
動
」
が
起
こ
り
、
古
典
文
化
は
さ
ら

に
中
国
の
発
展
を
阻
害
す
る
「
老
朽
の
文
化
」
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。

二
〇
年
代
に
来
連
す
る
中
国
人
に
対
す
る
詳
細
の
調
査
は
な
い
が
、
大
連

詩
壇
に
参
加
す
る
も
の
は
、
年
を
取
り
、
曲
折
の
人
生
経
験
を
有
す
る
人

が
多
か
っ
た
。
李
文
権
は
詩
宴
で
「
主
賓
多
是
髪
滄
桑
、
星
浦
楼
頭
送
夕

陽
（「
奎
堂
子
爵
歓
迎
宴
賦
此
敬
呈
」『
遼
東
詩
壇
』
第
一
七
号
、

一
九
二
六
年
（」
を
詠
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
李
文
権
ら
は
漢
詩
を
通
し
て
、

「
隠
遁
」
と
「
避
世
」（
俗
世
か
ら
離
れ
る
（
の
態
度
を
表
し
た
。
こ
れ
は

大
連
に
赴
い
た
中
国
詩
人
た
ち
の
潜
在
し
て
い
る
共
通
認
識
で
あ
ろ
う
。

　

同
詩
壇
の
日
本
詩
人
側
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
日
本
人
の
大
陸
植
民
史
を

み
れ
ば
、
一
九
〇
五
年
の
大
連
租
借
が
大
陸
進
出
の
始
ま
り
で
あ
り
、
満

蒙
政
策
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
初
代
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
総
裁
の
後
藤

新
平
は
、
一
〇
年
間
に
五
〇
万
日
本
人
の
移
民
目
標
を
立
て
た（

11
（

。
し
か

し
、
一
九
二
六
年
の
関
東
州
の
日
本
の
人
口
は
一
八
五
二
八
四
人
で
、
予

定
の
半
分
に
も
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
中
国
の
人
口
は

八
六
六
五
〇
六
人
で
、
日
本
の
人
口
の
四
倍
を
超
え
た（

11
（

。
人
口
比
例
の
失

調
に
よ
り
、
雑
居
社
会
の
不
安
が
増
え
、
差
別
問
題
や
労
資
問
題
な
ど
が

起
こ
っ
た
。
社
会
情
緒
を
緩
和
で
き
る
文
化
活
動
が
期
待
さ
れ
た
。
漢
詩

の
創
作
は
大
連
文
化
の
繁
栄
を
促
す
一
環
と
な
る
。

　

山
田
武
吉
（
生
没
年
不
詳
、
号
は
芙
峰
、
新
聞
主
筆
、
浩
然
社
成
員
（

は
大
連
に
長
く
滞
在
し
て
い
た
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
新
聞
主
筆
を
務
め

て
い
る
彼
は
『
満
洲
日
日
新
聞
』
に
「
改
め
よ
植
民
の
動
機
」

（
一
九
二
一
年
一
月
一
日
（「
満
蒙
に
お
け
る
我
が
日
本
の
特
殊
地
位
」

（
一
九
二
六
年
一
月
一
日
（
な
ど
の
文
章
を
執
筆
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

一
九
二
五
年
に
奉
系
軍
閥
が
内
訌
し
、
将
校
の
郭
松
齢
（
一
八
八
三
～

一
九
二
五
（
が
張
作
霖
を
裏
切
る
。
そ
し
て
、
奉
軍
の
混
乱
と
南
方
政
府

の
率
い
た
北
伐
軍
の
推
進
は
、
満
洲
に
い
る
日
本
人
は
不
安
を
煽
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
臨
み
、
山
田
は
、
日
本
人
の
満
洲
に
お

け
る
特
殊
な
地
位
を
強
調
し
、
満
洲
に
対
す
る
更
な
る
「
開
拓
」
を
要
求

し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た（

11
（

。

　

満
蒙
に
お
け
る
日
本
の
特
殊
地
位
な
る
も
の
は
、
幾
万
人
の
生
霊

と
何
十
億
円
の
国
幣
を
犠
牲
と
し
て
築
き
上
げ
た
も
の
で
、
特
殊
地

位
を
構
成
す
る
日
本
の
権
利
並
び
に
特
権
は
、
累
次
の
条
約
、
協

約
、
そ
の
他
種
々
の
外
交
文
書
に
よ
っ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
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（
…
…
（
権
利
及
び
特
権
を
遺
憾
な
く
実
現
す
れ
ば
、
日
本
の
満
蒙

に
お
け
る
特
殊
地
位
は
強
固
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
政
府
の

退
嬰
外
交
と
、
そ
の
消
極
政
策
と
、
日
本
国
民
の
海
外
発
展
に
対
す

る
意
気
の
銷
沈
と
で
、
そ
れ
が
満
足
に
行
わ
れ
て
居
な
い
。（
…
…
（

満
蒙
に
お
け
る
我
が
既
得
権
は
ま
だ
十
分
に
行
使
さ
れ
て
居
ら
ぬ
に

依
り
、
満
蒙
の
我
が
特
殊
地
位
を
強
固
に
す
る
が
た
め
、
此
際
更
に

満
蒙
政
策
の
根
本
的
立
直
し
を
す
る
必
要
も
あ
る
と
思
う
。

　

山
田
の
視
点
か
ら
、
満
蒙
は
日
本
が
「
犠
牲
」
の
う
え
で
獲
得
し
た
権

益
で
あ
り
、
列
強
と
外
交
文
書
を
交
わ
し
、
そ
の
統
治
に
「
正
当
性
」
を

持
つ
、
と
の
認
識
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
政
府
は
消
極
の
植
民
政

策
を
実
施
し
、「
日
本
国
民
の
海
外
発
展
」
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
。

「
特
殊
地
位
の
強
固
」
と
「
満
蒙
政
策
の
立
直
し
」
は
日
本
の
取
る
べ
き

態
度
だ
と
、
彼
は
考
え
て
い
た
。

　

植
民
地
大
連
に
対
す
る
「
開
拓
」
の
気
持
ち
は
、
漢
詩
に
も
表
れ
て
い

る
。

開
拓
波
涛
万
里
心　
　

開
拓
す　

波
涛
万
里
の
心

老
来
意
気
未
銷
沈　
　

老
来
の
意
気　

未
だ
銷
沈
せ
ず

千
言
誰
草
治
安
策　
　

千
言　

誰
か
草
せ
ん　

治
安
の
策

自
笑
賈
生
憂
国
心　
　

自
ら
笑
う　

賈
生
憂
国
の
心

　
（「
書
感
二
首
」『
遼
東
詩
壇
』
第
七
号
、
一
九
二
五
年
（

　

こ
の
詩
は
「
書
感
二
首
」
の
第
二
首
で
あ
る
。
山
田
は
人
生
の
態
度
と

抱
負
を
詠
じ
て
い
る
。
漢
詩
の
中
に
、「
波
涛
を
開
拓
」
し
、「
治
安
の

策
」
を
草
す
る
憂
国
の
心
情
が
表
れ
、
老
い
た
自
分
で
も
、
漢
代
の
賢
臣

「
賈
生
」（
賈
誼
（
の
よ
う
に
ま
だ
国
に
貢
献
す
る
力
が
あ
る
こ
と
を
主
張

し
た
。
山
田
は
一
八
年
間
も
大
連
に
滞
在
し
、
植
民
地
大
連
に
対
す
る
愛

着
が
深
か
っ
た
と
言
え
よ
う（

11
（

。
大
連
を
開
拓
し
、
日
本
の
利
益
を
確
保
す

る
こ
と
は
彼
の
望
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
漢
詩
を
通
し
て
「
開

拓
」
の
志
を
示
す
。
山
田
の
態
度
は
、
植
民
地
当
局
と
同
調
し
、
大
連
に

い
る
日
本
詩
人
た
ち
の
中
に
共
鳴
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。

　

山
田
と
同
様
に
日
本
の
植
民
事
業
の
た
め
に
尽
く
し
た
日
本
人
の
中
に

は
、
森
懋
（
生
没
年
不
詳
、
号
は
琴
村
、
浩
然
社
成
員
（
が
い
た
。

一
九
二
七
年
に
彼
の
友
人
林
鶴
堂
（
身
分
不
詳
（
は
南
米
と
西
欧
に
商
工

業
を
視
察
に
行
こ
う
と
し
た
時
、
彼
は
次
の
漢
詩
を
も
っ
て
そ
の
旅
を
励

ま
し
て
い
る
。

宿
志
欲
酬
昭
代
徳　
　

宿
志　

昭
代
の
徳
に
酬
い
ん
と
欲
す

精
忠
豈
只
戦
場
功　
　

精
忠　

豈
に
只
だ
戦
場
の
功
の
み
な
ら
ん
や

邦
家
深
待
殖
民
策　
　

邦
家　

深
く
待
つ　

殖
民
の
策

寰
海
頻
吹
貿
易
風　
　

寰
海　

頻
り
に
吹
く　

貿
易
の
風

（「
林
鶴
堂
欲
視
察
南
米
殖
民
地
及
西
欧
商
工
界
将
発
来
訪
余
於
病
蓐

―�（0�―
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叙
別
力
疾
呵
筆
賦
七
律
二
章
以
壮
其
行
」『
遼
東
詩
壇
』
第
二
一
号
、

一
九
二
七
年
、
抜
粋
（

　

森
は
こ
の
漢
詩
を
通
し
て
自
身
の
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。
功
績
を
挙
げ

る
な
ら
ば
、
戦
場
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
国
策
に
応
じ
て
海
外
で
貿
易

し
、「
殖
民
」
を
行
う
こ
と
こ
そ
、「
宿
志
」
を
実
現
し
、「
昭
代
」
の

「
徳
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
彼
の
漢
詩
は
海
外
に
行
く
友
を

応
援
す
る
た
め
に
詠
じ
ら
れ
た
が
、
満
洲
に
い
る
自
身
の
立
場
を
も
反
映

し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ほ
か
に
、
日
本
の
植
民
事
業
に
貢
献
し
た
者
を
謳
歌
し
、
更
な
る
満
蒙

の
「
開
拓
」
を
望
む
漢
詩
が
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
肥
田
野
畏
三
郎

（
生
没
年
不
詳
、
号
は
錦
川
、
浩
然
社
成
員
（
は
大
倉
喜
八
郎
の
満
洲
に

お
け
る
開
拓
を
詠
じ
、「
莱
蕪
拓
到
満
蒙
野
、
千
載
応
伝
不
朽
功
」（「
大

倉
鶴
彦
翁
追
悼
祭
典
賦
奠
」『
遼
東
詩
壇
』
第
五
三
号
、
一
九
三
〇
年
（

と
い
う
。
ま
た
、
福
田
顕
四
郎
（
号
は
象
外
、
浩
然
社
成
員
（
は
満
蒙
殖

産
会
社
社
長
の
向
井
龍
造
（
一
八
七
四
～
一
九
三
〇
（
を
詠
じ
、「
富
源

大
拓
揮
双
臂
、
産
業
鴻
成
従
両
肩
」（「
悼
向
井
龍
造
君
」『
遼
東
詩
壇
』

第
五
九
号
、
一
九
三
〇
年
（
と
。
と
く
に
、
こ
の
漢
詩
の
後
ろ
に
付
記
が

あ
り
、「
向
井
君
は
精
力
と
思
慮
を
尽
く
し
、（
満
洲
の
開
拓
（
に
多
く
の

貢
献
を
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
年
代
に
、
満
蒙
に
お
け
る
日
本
の
特
殊
権
益
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会

議
で
列
強
に
承
認
さ
れ
、
確
実
な
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
国
内

の
民
族
運
動
と
戦
乱
に
よ
り
、
そ
の
植
民
統
治
は
安
定
し
て
い
な
か
っ

た
。
必
ず
し
も
在
連
の
日
本
詩
人
が
み
な
政
治
事
情
に
強
い
関
心
を
持
っ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
植
民
事
業
と
国
策
に
対
す
る
支
持
は
、
彼
ら
の
潜

在
的
な
志
向
の
一
種
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
政
治
を
避
け
る
た
め
に
大
連
に
辿
り
、
唱
和
応
酬
に
心

酔
す
る
中
国
詩
人
と
、
日
本
の
対
中
進
出
と
植
民
地
支
配
の
志
向
に
同
調

す
る
日
本
詩
人
。
両
者
は
同
様
に
漢
詩
を
通
し
て
気
持
ち
を
表
す
と
い
う

も
の
の
、
そ
の
心
情
は
す
れ
違
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

四
　「
日
中
文
化
親
善
」
の
提
言

　

大
連
詩
壇
の
中
国
詩
人
は
「
隠
遁
」
の
思
想
を
有
し
、
漢
詩
を
通
じ
て

自
我
の
表
出
を
求
め
た
。
日
本
詩
人
は
「
開
拓
」
の
態
度
を
持
ち
、
率
直

に
日
本
の
国
策
を
支
持
す
る
気
持
ち
を
詠
じ
る
漢
詩
を
執
筆
し
た
。
こ
こ

に
、
日
中
詩
人
の
文
化
理
解
に
齟
齬
が
存
在
し
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
よ

う
。
そ
し
て
、
両
国
詩
人
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
す
れ
違
い
を
埋
め
る
た

め
、
日
本
詩
人
の
中
よ
り
、
田
岡
正
樹
が
同
詩
壇
の
旗
振
り
役
と
し
て
現

れ
た
。

　

一
九
二
四
年
に
田
岡
が
大
連
詩
壇
の
大
黒
柱
と
な
っ
た
と
き
、
す
で
に

六
〇
歳
の
高
齢
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
日
中
同
源
の
古
典
文
化
に
対
す

る
愛
着
は
弱
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。「
日
本
の
文
学
と
美
術
は
古
代
中
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
。
日
本
の
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漢
詩
は
中
国
の
漢
詩
で
あ
る
。
日
本
の
文
章
は
中
国
の
文
章
で
あ
る
。
日

本
の
文
人
墨
客
は
中
国
の
文
豪
に
憧
れ
の
気
持
ち
を
抱
い
て
い
る
。

（
…
…
（
文
を
も
っ
て
交
遊
す
れ
ば
、
情
が
厚
く
な
る
」
と（

11
（

。
彼
の
言
葉

か
ら
、
日
中
同
源
の
古
典
文
化
に
対
す
る
尊
敬
の
態
度
が
窺
え
る
。
漢
詩

の
源
で
あ
る
中
国
に
対
し
、
敬
意
を
持
ち
、
日
中
詩
人
の
共
同
の
漢
詩
活

動
を
通
じ
て
、
古
代
以
来
の
文
化
関
係
を
継
承
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で

あ
る
。『
遼
東
詩
壇
』
の
発
刊
の
詞
で
、
彼
は
「
文
学
で
国
交
を
促
進
し
、

（
日
中
の
（
縁
を
結
び
つ
く
」
と
語
り
、
同
誌
の
編
集
理
念
を
定
め
て
い

る
。「
日
中
文
化
親
善
」
の
主
張
は
、
こ
こ
に
提
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

彼
の
主
張
は
そ
の
漢
詩
を
通
し
て
も
表
れ
た
。
一
九
二
四
年
の
「
蘇
軾

生
辰
会
」
で
彼
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
た
。

一
代
詞
雄
隔
千
載　
　
　

一
代
の
詞
雄　

千
載
を
隔
つ

両
邦
騒
客
倚
層
楼　
　
　

両
邦
の
騒
客　

層
楼
に
倚
る

今
宵
雅
会
須
酣
酔　
　
　

今
宵
の
雅
会　

須
ら
く
酣
酔
す
べ
し

壬
戌
追
随
既
幾
秋　
　
　

壬
戌
を
追
随
す
れ
ば　

既
に
幾
秋
な
ら
ん

（「
甲
子
十
二
月
十
九
日
、
邀
飲
嚶
鳴
浩
然
両
詩
社
諸
吟
壇
於
登
瀛

閣
、
用
為
東
坡
生
日
雅
集
、
賦
此
志
感
、
並
索
高
和
、
二
首
」『
遼

東
詩
壇
』
第
四
号
、
一
九
二
五
年
（

　

こ
の
漢
詩
で
、
彼
は
詩
宴
の
様
子
を
描
く
。「
両
邦
の
騒
客
」
が
共
通

す
る
文
化
主
題
の
た
め
に
、
お
酒
に
酔
っ
た
と
し
て
も
、
宴
会
を
休
ま
ず

に
続
く
と
い
う
理
想
の
状
態
を
謳
歌
し
た
の
で
あ
る
。
両
国
の
親
交
へ
の

期
待
は
漢
詩
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

彼
の
主
張
は
、
ほ
か
の
日
本
詩
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
吉
川
鉄
華
は

一
九
二
七
年
に
日
中
詩
人
の
「
月
見
会
」
で
次
の
よ
う
な
漢
詩
を
詠
じ

た
。

朝
来
一
雨
火
雲
收　
　
　

朝
来　

一
雨　

火
雲
收
む

風
拂
林
梢
気
已
秋　
　
　

風
は
林
梢
を
拂
い
て　

気
已
に
秋
な
り

此
夕
西
園
観
月
宴　
　
　

此
夕　

西
園
観
月
の
宴

両
邦
騒
客
泛
觴
舟　
　
　

両
邦
の
騒
客　

觴
舟
を
泛
ぶ

（「
即
興
二
首
（
録
一
（」『
遼
東
詩
壇
』
第
二
六
号
、
一
九
二
七
年
（

　

吉
川
も
「
両
邦
の
騒
客
」
と
い
う
表
現
を
使
い
、
詩
宴
で
田
岡
と
同
様

の
心
情
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
本
本
土
か
ら
の
視
察
者
も
「
文
化
親
善
」
を
趣
旨
と
す
る
詩

宴
で
漢
詩
を
詠
じ
た
と
い
う
。
一
九
二
六
年
に
来
連
し
た
清
浦
奎
吾

（
一
八
五
〇
～
一
九
四
二
、
号
は
奎
堂
、
政
治
家
（
が
詠
じ
た
詩
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

鴻
雁
高
飛
入
遠
蒼　
　
　

鴻
雁　

高
く
飛
び　

遠
蒼
に
入
る

茱
萸
黄
菊
近
重
陽　
　
　

茱
萸　

黄
菊　

重
陽
近
し

文
星
相
会
星
浜
夕　
　
　

文
星　

相
会
す　

星
浜
の
夕
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詩
気
横
秋
凜
似
霜　
　
　

詩
気　

秋
に
横
た
わ
り
凜
た
る
こ
と
霜
の

似
し

（「
星
浦
雅
集
即
賦
併
希
諸
賢
粲
政
」『
遼
東
詩
壇
』
第
一
七
号
、

一
九
二
六
年
（

　

清
浦
の
大
連
到
来
は
同
詩
壇
の
日
中
詩
人
に
歓
迎
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
彼
は
、
山
東
省
の
孔
子
廟
や
泰
山
な
ど
の
名
勝
地
を
訪
問
し
、

各
地
の
中
国
文
人
と
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
が
、
大
連
は
そ
の
目

的
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
漢
詩
に
、
彼
は
「
文
星
相
会
」
と
い
う
言

葉
を
利
用
し
、
日
中
詩
人
と
の
交
流
を
楽
し
む
態
度
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、「
文
化
親
善
」
に
対
す
る
支
持
も
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　

日
本
詩
人
の
主
張
に
対
し
て
、
中
国
詩
人
側
は
ど
の
よ
う
に
受
け
取
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
李
文
権
は
積
極
的
に
日
本
詩
人
の
文
化
理
念
に
呼
応
し

た
一
人
で
あ
っ
た
。
八
年
間
の
大
連
滞
在
で
、
実
に
二
八
回
も
日
中
詩
人

共
同
の
応
酬
活
動
に
参
加
し
た（

1（
（

。「
蘇
軾
生
辰
会
」
の
よ
う
な
大
規
模
な

イ
ベ
ン
ト
（
三
〇
人
以
上
の
日
中
詩
人
が
参
加
（
は
一
九
二
四
年
か
ら
二

年
ご
と
に
主
催
さ
れ
た
が
、
二
五
年
の
来
連
後
、
彼
は
毎
回
参
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
三
〇
年
の
例
会
は
彼
に
よ
り
主
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ほ
か
に
、
小
規
模
な
集
会
に
も
参
加
し
、
詩
宴
で
創
作
さ
れ
た
詩
は
『
遼

東
詩
壇
』
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
二
六
年
に
田
岡
正
樹
が
四
川
に
旅
立
ち
、
日
中
詩
人
た
ち
が
「
送

別
」
の
詩
宴
を
行
っ
た
。
文
権
は
田
岡
と
唱
和
し
、
次
の
よ
う
に
詠
じ
て

い
る
。

　

正
陽
楼
上
昔
曽
遊　
　

正
陽
楼
上　

昔
曽
て
遊
び　

吾
輩
応
乗
共
済
舟　
　

吾
輩　

応
に
共
済
の
舟
に
乗
る
べ
し

我
尚
焉
留
君
又
去　
　

我
尚
ほ　

焉
に
留
ま
る
も　

君
又
た
去
り

中
秋
月
照
蜀
江
秋　
　

中
秋
の
月
は
照
ら
す　

蜀
江
の
秋

（「
送
淮
海
先
生
之
蜀
」『
遼
東
詩
壇
』
第
一
六
号
（

　

こ
の
漢
詩
に
は
一
行
の
付
記
が
あ
り
、「
か
つ
て
と
も
に
正
陽
楼
で
少

牢
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
。「
少
牢
」
は
祭
り
の
お
供
え
物
で

あ
る
。
祭
り
儀
式
が
終
わ
る
と
、
参
加
者
全
員
で
食
べ
る
と
い
う
慣
習
が

あ
っ
た
。
文
権
と
田
岡
は
と
も
に
中
国
伝
統
行
事
に
参
加
し
、
同
様
な
文

化
趣
味
を
持
っ
て
い
た
。
二
人
の
関
係
は
共
通
の
文
化
理
念
の
も
と
に
構

築
さ
れ
た
。
こ
の
漢
詩
の
承
句
で
、
文
権
は
「
吾
輩
応
乗
共
済
舟
」
と
詠

じ
る
が
、
友
情
を
重
視
す
る
気
持
ち
が
窺
わ
れ
よ
う
。
詩
句
の
中
に
、
大

連
詩
壇
の
調
和
、
ま
た
両
国
友
好
に
対
す
る
祈
願
が
含
ま
れ
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

楊
成
能
は
、
日
中
詩
人
が
共
同
で
作
成
し
た
詩
集
「
連
交
唱
和
集
」

（
田
岡
編
集
（
の
「
序
文
」
で
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
私
は
詩
の
創
作
が

苦
手
で
、
偏
屈
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
連
に
到
着
し
、
嚶

鳴
社
と
浩
然
社
の
諸
君
と
応
酬
唱
和
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
胸
に
蓄
積
し

た
陰
鬱
な
気
持
ち
が
は
っ
と
霧
消
し
た
。
心
の
中
の
宇
宙
が
平
然
と
な
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り
、
こ
の
世
の
中
に
、
い
ば
ら
の
生
え
る
場
所
が
ど
こ
に
も
な
く
な
る
よ

う
に
感
じ
た
の
だ
。
田
岡
淮
海
氏
は
大
連
詩
人
の
中
で
も
優
れ
た
人
物
で

あ
る
。
私
の
心
を
惹
い
た
も
の
で
も
あ
る
。
彼
は
独
自
に
雅
集
を
開
き
、

「
赤
壁
会
」
を
主
催
し
、
両
社
詩
人
の
文
章
を
一
堂
に
収
め
た
。（
…
…
（

唱
和
し
た
詩
を
一
冊
の
詩
集
に
集
め
、
風
雅
を
楽
し
む
読
者
に
対
し
、
参

考
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
と（

11
（

。

　

ま
た
、
黄
越
川
も
同
詩
集
に
「
序
文
」
を
書
い
て
い
る
。「
一
年
間
も

経
た
な
い
う
ち
に
盛
大
な
詩
宴
は
八
回
も
行
わ
れ
、
詩
人
た
ち
は
奮
っ
て

参
加
し
、
よ
い
詩
作
が
続
々
と
現
れ
た
。
同
文
同
種
を
唱
え
る
漢
詩
を
一

冊
に
集
め
、（
…
…
（
こ
れ
こ
そ
国
交
の
構
築
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

（
…
…
（
私
は
西
湖
か
ら
や
っ
て
き
た
末
流
の
詩
人
で
あ
る
。
才
能
が
な

く
、
詩
に
対
す
る
考
え
が
常
に
枯
れ
て
い
る
。（
…
…
（
辛
う
じ
て
こ
の

序
文
を
草
し
、
詩
人
の
諸
君
か
ら
の
批
評
を
期
待
す
る
」
と（

11
（

。
中
国
詩
人

は
田
岡
の
編
集
活
動
に
賛
意
を
表
し
、
そ
の
「
文
化
親
善
」
に
同
意
す
る

態
度
を
示
し
た
。
ま
た
、
楊
は
日
中
共
同
の
詩
宴
が
彼
の
陰
鬱
さ
を
晴
れ

さ
せ
た
と
、
詩
壇
活
動
の
彼
に
及
ぼ
し
た
積
極
的
な
影
響
を
語
っ
た
。

　

日
本
詩
人
の
提
言
し
た
「
日
中
文
化
親
善
」
は
中
国
詩
人
た
ち
に
広
く

認
め
ら
れ
、
彼
ら
の
漢
詩
創
作
に
反
映
さ
れ
た
。
中
国
詩
人
は
「
隠
遁
」

の
態
度
を
持
っ
て
お
り
、
日
本
詩
人
側
は
「
開
拓
」
の
目
的
を
有
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
齟
齬
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
「
文
化
親
善
」
の
提
言
は
、
両
者
間
の
齟
齬
を
和
ら
げ
、
大
連
詩

壇
に
お
け
る
両
者
間
の
協
力
関
係
を
促
進
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

五
　
大
連
詩
壇
の
凋
落
と
李
文
権
ら
の
大
連
退
去

　

大
連
詩
壇
の
衰
退
は
一
九
三
〇
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
と
は
逆

に
、
南
京
政
府
の
樹
立
を
き
っ
か
け
に
、
中
国
の
国
内
情
勢
は
安
定
化
し

て
い
く
。
そ
れ
と
軌
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
大
連
詩
壇
の
中
国
人
は

他
所
に
転
居
し
、
年
配
の
詩
人
た
ち
は
他
界
す
る
な
ど
、
詩
壇
成
員
の
数

は
減
る
一
方
で
あ
っ
た
。
三
一
年
に
は
満
洲
事
変
が
勃
発
す
る
が
、
そ
の

翌
年
に
は
「
満
洲
国
」
が
建
国
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
政
治
的
な

事
態
は
、
同
詩
壇
の
凋
落
を
加
速
さ
せ
た
要
因
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、「
満
洲
国
」
建
国
の
年
、
一
九
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
遼

東
詩
壇
』（
第
七
七
号
（
を
見
て
み
よ
う
。
本
号
は
、「
満
洲
国
建
国
記
念

号
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
、「
満
洲
国
執
政
官
宣
言
」「
溥

儀
の
就
任
の
辞
」「
満
洲
国
政
府
の
対
外
通
告
」
な
ど
、
政
令
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
掲
載
さ
れ
た
漢
詩
の
中
に
は
、

「
満
洲
国
」
の
成
立
を
祝
う
も
の
、
例
え
ば
、
木
下
彪
（
一
九
〇
二
～

九
九
（
の
「
満
洲
建
国
歌
二
十
首
」
や
、
古
澤
北
冥
（
一
八
七
二
～

一
九
五
一
（
の
「
満
洲
国
元
首
推
戴
日
率
賦
志
感
」
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
杉
本
重
民
（
生
没
年
不
詳
、
浩
然
社
成
員
（
の
漢
詩
「
肉
弾
三
個
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
漢
詩
は
、
三
二
年
に
上
海
で
起
こ
っ
た
日
本

軍
の
中
国
軍
に
対
す
る
襲
撃
（
第
一
次
上
海
事
変
（
を
称
揚
す
る
が
、
そ

の
具
体
的
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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王
師
応
懲
義
薄
雲　
　

王
師　

懲
に
応
え　

義
薄
雲
の
ご
と
し

陸
海
将
兵
誓
樹
勳　
　

陸
海
将
兵　

勳
を
樹
つ
る
を
誓
ふ

敵
軍
各
物
頻
防
戦　
　

敵
軍
の
各
物　

頻
り
に
防
戦
す
る
も

三
士
肉
彈
玉
石
焚　
　

三
士
の
肉
彈　

玉
石
焚
く

嗚
呼
壮
烈
鬼
神
泣　
　

嗚
呼　

壮
烈
に
し
て　

鬼
神
泣
き

長
伝
青
史
照
斯
文　
　

長
く
青
史
を
伝
え
て　

斯
文
を
照
ら
さ
ん

（「
肉
弾
三
個
」『
遼
東
詩
壇
』
第
七
七
号
、
一
九
三
二
年
よ
り
、
抜

粋
（

　

杉
本
は
日
本
の
侵
攻
を
「
長
伝
青
史
」
の
事
績
と
見
な
し
て
い
る
が
、

こ
の
考
え
は
、
田
岡
正
樹
の
主
張
し
た
「
文
化
親
善
」
と
か
け
離
れ
て
い

る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
日
本
側
の
視
点
で
は
、

対
中
軍
事
行
動
は
日
本
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め
の
行
為
で
あ
り
、
そ
れ

を
詠
じ
る
漢
詩
は
日
本
の
国
策
に
応
じ
る
言
動
だ
と
受
け
取
れ
よ
う
。
こ

の
よ
う
な
漢
詩
が
掲
載
さ
れ
た
結
果
、
中
国
詩
人
の
神
経
を
尖
ら
せ
た
こ

と
も
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。

　

二
〇
年
代
の
『
遼
東
詩
壇
』
は
、
政
治
関
係
の
文
章
や
漢
詩
を
掲
げ
る

こ
と
が
な
く
、
第
七
七
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
満
洲
国
」
政
府
の
通
告
文

と
、
日
本
人
の
対
中
侵
略
の
意
図
を
示
す
漢
詩
が
、
そ
の
初
め
て
の
例
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
誌
は
そ
れ
ま
で
に
堅
持
し
て
き
た
「
日
中

文
化
親
善
」
の
態
度
を
、
こ
の
時
点
で
変
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
満
洲
国
」
の
建
国
と
い
う
事
態
は
、
満
洲
に
拠
点
を
持
つ
文
学

者
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
そ
の
一
人
で
あ
る

山
口
慎
一
（
筆
名
は
大
内
隆
雄
（
は
、『
満
洲
文
学
二
十
年
』
の
う
ち
で
、

満
洲
の
文
芸
雑
誌
『
高
梁
』
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
「
満
洲
国

独
立
の
精
神
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
満
洲
の
文
学
界

は
政
治
情
勢
に
同
調
し
、「
満
洲
国
」
の
建
国
理
念
を
日
本
人
以
外
の
諸

民
族
に
対
し
て
、
受
け
容
れ
さ
せ
る
た
め
の
喧
伝
活
動
に
従
事
し
て
い
た

の
で
あ
る（

11
（

。

　

大
連
詩
壇
の
変
化
も
ま
た
、
満
洲
の
文
学
界
と
同
じ
よ
う
に
、
世
論
喧

伝
の
一
環
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
大
連
詩
壇
の
変
化
に
際
し
、
中
国
詩
人

は
同
詩
壇
を
敬
遠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
二
八
年
頃
、『
遼
東
詩
壇
』

の
最
盛
期
に
は
、
一
号
ご
と
に
平
均
七
〇
首
の
漢
詩
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の

う
ち
中
国
人
の
漢
詩
は
四
〇
首
ほ
ど
で
半
数
を
超
え
て
い
た（

11
（

。
し
か
し
、

満
洲
事
変
後
、
漢
詩
の
掲
載
数
は
五
〇
首
ま
で
に
減
少
し
、
中
国
詩
人
の

掲
載
数
も
減
り
、
第
七
八
号
で
は
一
首
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
漢
詩
寄

稿
数
の
多
い
中
国
人
に
は
、
例
え
ば
前
出
の
黄
越
川
や
陳
錫
庚
な
ど
い
る

が
、
彼
ら
は
寄
稿
し
な
く
な
り
、
李
文
権
も
寄
稿
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　

二
〇
年
代
に
お
け
る
大
連
詩
壇
の
繁
栄
は
、
日
中
詩
人
間
の
盛
ん
な
交

流
に
よ
る
結
果
で
あ
っ
た
。
三
〇
年
代
に
は
そ
の
繁
栄
は
衰
退
に
転
じ
、

中
国
詩
人
た
ち
の
沈
黙
は
、
彼
ら
の
対
日
態
度
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
満
洲
事
変
の
勃
発
と
「
満
洲
国
」
の
建
国
に
よ
り
、
政
治
か
ら
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遠
ざ
か
る
「
隠
遁
」
の
考
え
を
有
し
て
い
た
中
国
詩
人
た
ち
は
、
再
び
激

烈
な
政
治
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は
大

連
を
離
れ
、
無
言
の
抵
抗
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
れ

ば
、
詩
人
黄
棣
華
（
一
八
七
一
～
？
、
字
は
偉
伯
、
嚶
鳴
社
成
員
（
は

一
九
三
一
年
に
大
連
を
去
っ
て
い
き
、
故
郷
の
広
東
順
徳
に
帰
っ
た
。

一
九
四
七
年
に
彼
は
自
身
の
詩
集
「
負
暄
山
館
詞
鈔
」
で
、「
六
十
歳
の

頃
、
遼
東
か
ら
（
広
東
（
香
島
に
帰
り
、
九
龍
塘
で
静
か
に
暮
ら
す
よ
う

に
な
っ
た
。
漢
詩
と
お
酒
を
も
っ
て
一
人
で
（
余
生
を
（
楽
し
ん
で
い

た
」
と
述
べ
た（

11
（

。
大
連
を
離
れ
る
具
体
的
な
理
由
が
記
さ
な
か
っ
た
が
、

満
洲
事
変
の
勃
発
は
そ
の
帰
郷
と
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

そ
の
大
連
を
立
ち
去
っ
た
中
国
人
の
中
の
一
人
に
、
李
文
権
が
い
る
。

一
九
三
二
年
、
彼
は
「
満
洲
中
央
銀
行
」
の
職
員
に
な
り
、
の
ち
に
長
春

に
移
住
す
る
。
彼
が
『
遼
東
詩
壇
』
に
寄
稿
し
た
最
後
の
漢
詩
は
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

万
人
口
頌
閻
都
督　
　

万
人
の
口
は
頌
む　

閻
都
督

偃
武
修
文
望
大
同　
　

偃
武
修
文　

大
同
を
望
む

今
日
興
京
追
往
事　
　

今
日　

興
京
に
て　

往
事
を
追
い

後
先
媲
美
祝
成
功　
　

後
先　

媲
美
し
て　

成
功
を
祝
う

（「
賀
閻
市
長
栄
任
」『
遼
東
詩
壇
』
第
七
七
号
、
一
九
三
二
年
（

　

こ
の
漢
詩
は
、
大
連
有
力
者
の
閻
伝
紱
が
奉
天
市
長
に
任
命
さ
れ
た
と

き
に
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
承
句
に
は
「
大
同
」
と
い
う
表
現
が
見

え
る
が
、
こ
れ
は
「
満
洲
国
」
の
年
号
で
あ
り
、「
満
洲
国
」
の
政
治
理

念
で
も
あ
る
。
文
権
が
大
連
を
離
れ
、「
満
洲
国
」
の
首
都
と
な
る
長
春

に
移
住
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
き
、
こ
の
漢
詩
に
は
彼
が
「
大
同
」
の

理
念
を
受
け
容
れ
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
配
慮
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
一
九
二
〇
年
代
、
文
権
は
「
為
演
芸
事
業
上
土
方
伯
爵
書
」
や
「
始

政
二
〇
年
記
念
之
我
見（

11
（

」
な
ど
多
く
の
文
章
を
発
表
し
、
そ
こ
で
は
積
極

的
に
日
中
提
携
を
唱
え
て
い
た
。
三
〇
年
代
以
降
、
彼
は
言
論
界
を
離

れ
、
新
聞
雑
誌
に
日
中
提
携
を
主
張
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
が
、
満
洲
事

変
を
き
っ
か
け
と
す
る
大
連
詩
壇
の
衰
退
に
と
も
な
い
、「
満
洲
国
」
と

い
う
新
し
い
場
に
参
画
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
「
満
洲
国
」
の
建
国
に
よ
り
、
満
洲
地
方
政
治
の
中
心
地
は
長
春
に
移

転
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
中
国
人
は
大
連
か
ら
退
去
し
た
。
そ
の
事
態
は

大
連
詩
壇
の
人
員
流
失
を
加
速
さ
せ
、
二
〇
年
代
に
主
張
さ
れ
た
共
通
認

識
も
消
失
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
日
中
交
流
の
土
台
が
崩
れ
、
日
中
詩

人
間
の
齟
齬
が
再
び
顕
在
化
す
る
。
日
中
提
携
の
場
と
し
て
模
索
さ
れ
た

大
連
詩
壇
は
、
一
九
三
六
年
の
『
遼
東
詩
壇
』
の
廃
刊
と
と
も
に
、
最
終

的
に
幕
を
閉
じ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
李
文
権
の
視
点
か
ら
大
連
詩
壇
の
日
中
詩
人
交
流
と
、
同
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詩
壇
が
凋
落
し
て
い
く
過
程
を
論
じ
た
。

　

一
九
二
〇
年
代
以
降
、
植
民
地
大
連
の
開
発
に
よ
り
、
当
地
の
商
工
業

が
発
展
し
た
が
、
中
国
国
内
で
は
軍
閥
に
よ
る
内
戦
が
頻
繁
に
起
こ
り
、

大
量
の
中
国
人
が
大
連
に
移
住
し
て
き
た
。
そ
の
中
に
は
李
文
権
ら
が
含

ま
れ
て
お
り
大
連
詩
壇
は
繁
栄
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
日
中
の
詩
人
は
社
会
背
景
を
異
と
し
、
故
に
異
な
る
態
度
を

持
っ
て
い
た
。
避
難
の
た
め
に
来
連
し
た
中
国
詩
人
の
多
く
は
、
政
治
や

世
間
か
ら
遠
ざ
か
る
「
隠
遁
」
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
た
。
一
方
、

日
本
の
詩
人
側
で
は
、
国
策
を
支
持
し
、
漢
詩
を
通
し
て
「
開
拓
」
の
理

念
を
詠
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
日
中
詩
人
間
に
は
、
か
よ
う
な
齟
齬
が
存
在

し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
日
中
詩
人
の
齟
齬
を
埋
め
る
た
め
、
大
連
詩
壇

の
中
心
的
な
人
物
・
田
岡
正
樹
は
「
文
化
親
善
」
を
提
言
し
、
そ
れ
を

『
遼
東
詩
壇
』
の
編
集
方
針
に
し
た
。
李
文
権
ら
中
国
詩
人
た
ち
は
そ
の

主
張
を
支
持
し
、
日
中
の
漢
詩
交
流
は
隆
盛
を
極
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
程
な
く
し
て
一
九
三
一
年
に
満
洲
事
変
が
勃
発
し
、
翌
年
に

「
満
洲
国
」
が
建
国
さ
れ
た
。
そ
の
時
、『
遼
東
詩
壇
』
は
「
満
洲
国
」
の

成
立
を
喧
伝
し
、
従
来
の
政
治
に
関
わ
ら
な
い
態
度
を
捨
て
た
の
で
あ
っ

た
。
中
国
詩
人
は
大
連
か
ら
離
れ
、
日
中
詩
人
の
共
通
認
識
が
崩
れ
た
。

李
文
権
は
大
連
か
ら
長
春
に
赴
き
、「
満
洲
国
」
に
参
画
し
て
い
く
こ
と

に
し
た
。
こ
こ
に
、
大
連
詩
壇
は
幕
を
下
ろ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

注（
1
（�

『
遼
東
詩
壇
』
の
収
蔵
状
況
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
、
東
京
大
学
、
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
松
学
舎
大
学
な
ど
で
収
蔵
が
あ
る
。

中
国
で
は
、「
全
国
報
刊
索
引
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
一
部
分
収
録
さ

れ
た
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.cnbksy.net/hom
e

最
終
ア

ク
セ
ス
日
二
〇
二
二
年
一
一
月
一
八
日
（。
本
研
究
は
中
国
側
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
他
の
場
所
に
収
蔵
さ
れ
る
も
の
を
併
用
し
た
。

（
（
（�

李
文
権
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
李
鵬
「
李
文
権
実
業
観
研
究
」
中
国

華
中
師
範
大
学
修
士
論
文
、
二
〇
一
三
年
。
王
弘
「『
中
国
実
業
雑
誌
』

と
『
他
山
百
家
言
』
か
ら
見
る
渋
沢
栄
一
の
対
中
合
弁
事
業
に
至
っ
た

経
緯
」『
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
現
代
中
国
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
一
五
巻
（
一
（、

二
〇
二
二
年
、
三
四
～
四
七
頁
、
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

研
究
は
李
が
大
連
滞
在
中
の
状
況
に
触
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
李
文
権

の
没
年
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
不
分
明
で
あ
っ
た
が
、

筆
者
が
李
の
遺
族
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
り
、

「
一
九
三
六
年
没
」
と
い
う
事
実
が
判
明
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

別
稿
で
の
報
告
を
予
定
し
て
い
る
。

（
3
（�

『
遼
東
詩
壇
』
に
関
す
る
作
者
情
報
の
整
理
は
、
孫
海
鵬
「『
遼
東
詩

壇
』
研
究
」
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
同
文
は
『
遼
東
詩
壇
』
に
関
す
る
初

め
て
の
論
文
で
、
大
連
図
書
館
の
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
。
ネ
ッ

ト
で
掲
げ
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、
同
文
の
巻
号
、
頁
数
、
発
表
年
に
つ

い
て
の
情
報
は
不
明
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.dl-
library.net.cn/publication/pub_content.php?id=4（（

を
参
照

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
二
二
年
一
一
月
一
八
日
（。
筆
者
は
孫
研
究
の

う
え
、
詩
人
た
ち
の
採
用
数
を
比
較
し
、「
一
〇
番
目
」
と
い
う
李
文

権
の
詩
人
の
中
に
お
け
る
順
位
を
確
定
し
た
。
文
権
は
大
連
詩
壇
で
活

躍
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
で
き
よ
う
。

―�（（�―
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『
満
洲
芸
術
壇
の
人
々
』
曠
陽
社
、
一
九
二
九
年
、
を
参
照
。

（
14
（�

同
前
掲
注
（
3
（、
孫
海
鵬
の
算
出
を
引
用
し
た
。

（
15
（�

例
え
ば
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』
に
お
け
る
漢
詩
欄
は
一
九
一
八
年
に
、

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
漢
詩
欄
は
一
九
二
五
年
に
撤
去
さ
れ
た
。（
福
井

智
子
「
日
本
の
近
代
化
と
漢
詩
の
位
置
」
大
阪
大
学
博
士
論
文
、

二
〇
〇
一
年
、
二
八
頁
と
三
七
頁
。（
中
国
側
で
は
、『
太
平
洋
』『
国

民
』
な
ど
の
雑
誌
の
漢
詩
欄
は
一
九
一
七
年
こ
ろ
か
ら
撤
去
さ
れ
る
。

（
尹
奇
岭
「
民
国
時
期
的
旧
体
詩
詞
的
刊
印
伝
播
」『
出
版
科
学
』

二
〇
一
一
年
三
月
、
第
二
期
、
一
〇
七
頁
。（

（
16
（�

桑
兵
「
民
国
学
界
的
老
輩
」『
歴
史
研
究
』
二
〇
〇
五
年
一
二
月
、
第

六
期
、
三
～
二
四
頁
。

（
1（
（�

杜
山
居
士
「
田
岡
淮
海
を
哭
し
て
」『
土
佐
史
談
』（
五
六
（、�

一
九
三
六
年
第
六
期
、
一
一
五
～
一
一
八
頁
。

（
18
（�

東
三
省
官
紳
録
刊
行
局
『
東
三
省
官
紳
録
』
東
三
省
官
紳
録
刊
行
局
、

一
九
二
四
年
、
一
九
三
頁
。

（
19
（�

『
中
国
実
業
雑
誌
』
の
刊
行
は
二
つ
の
段
階
が
あ
る
。
一
九
一
〇
～

一
一
年
に
『
南
洋
群
島
商
業
研
究
会
雑
誌
』
と
い
う
名
前
を
使
っ
た
。

一
二
年
に
『
中
国
実
業
雑
誌
』
に
改
め
た
。

（
（0
（�

同
誌
に
対
す
る
整
理
を
通
し
て
算
出
し
た
。

（
（1
（�

林
道
乾
、
中
国
華
南
地
方
（
福
建
省
あ
た
り
（
の
出
身
で
、
明
朝
嘉
慶

帝
の
時
期
に
政
府
に
対
抗
す
る
海
上
武
装
集
団
を
組
織
し
、
明
朝
の
統

治
に
反
抗
し
た
。
の
ち
に
敗
北
し
、
台
湾
を
経
由
し
て
南
洋
へ
逃
げ

る
。
タ
イ
南
部
に
転
居
し
、
当
地
の
政
治
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
タ

イ
当
地
政
府
の
た
め
に
大
砲
を
製
作
し
、
華
僑
に
英
雄
視
さ
れ
る
。
文

権
の
漢
詩
か
ら
、
彼
は
林
道
乾
を
早
期
的
に
中
国
の
南
洋
進
出
を
行
う

模
範
と
し
て
見
な
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
（（
（�

大
連
人
口
の
増
加
状
況
に
つ
い
て
、『
関
東
庁
統
計
書
』
関
東
長
官
官

（
4
（�

入
谷
仙
介
「
剪
淞
吟
社
と
中
国
」『
中
国
文
学
の
比
較
文
学
的
研
究
』

（
古
川
敬
一
編
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
、
二
八
七
～
三
二
三
頁
。

ま
た
、
入
谷
仙
介
、
大
原
俊
二
著
『
山
陰
の
近
代
漢
詩
』、
山
陰
の
近

代
漢
詩
刊
行
会
、
二
〇
〇
四
年
、
を
参
照
。

（
5
（�

柴
田
清
継
「
漢
学
者
松
崎
鶴
雄　

そ
の
民
国
文
人
と
の
文
化
交
流
―
大

連
在
住
期
を
中
心
に
―
」『
日
本
語
日
本
文
学
論
叢
』
二
〇
一
一
年
三

月
、
一
五
～
三
三
頁
。

（
6
（�

中
嶋
謙
昌
「
大
連
に
お
け
る
杉
原
謙
（
遊
鶴
（
―
「
外
地
」
の
能
楽
界

と
漢
詩
壇
―
」『
国
語
国
文
』
第
六
八
巻
第
六
号
、
二
〇
一
七
年
六
月
、

五
七
七
～
五
八
六
頁
。

（
（
（�

同
前
掲
注
（
3
（、
孫
海
鵬
「『
遼
東
詩
壇
』
研
究
」。

（
8
（�

焦
宝
「『
遼
東
詩
壇
』
中
的
中
日
古
典
詩
歌
考
」『
社
会
科
学
輯
刊
』

二
〇
一
四
年
一
月
、
一
八
三
～
一
八
七
頁
。

（
9
（�

李
勤
璞
「
嚶
鳴
社
及
其
詩
鈔
」『
遼
寧
省
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
一
年

一
二
月
、
三
八
三
～
三
九
五
頁
。

（
10
（�

元
豊
五
年
、
蘇
軾
が
赤
壁
を
訪
ね
た
。
そ
れ
以
来
、
後
世
の
詩
人
た
ち

は
蘇
軾
を
記
念
す
る
た
め
、「
赤
壁
会
」
を
名
義
に
し
た
詩
会
を
開
く
。

（
11
（�

卞
東
波
「
漢
詩
・
雅
集
与
漢
文
学
圏
的
余
韻
―
一
九
二
二
年
東
亜
三
次

赤
壁
会
考
論
―
」『
安
徽
師
範
大
学
学
報
』
二
〇
一
九
年
一
月
、
二
三

～
三
二
頁
。

（
1（
（�

湯
蘭
昇
、
楊
力
生
「
殖
民
当
局
対
大
連
的
輿
論
統
治
」（
李
振
遠
編

『
長
夜
・
曙
光
―
―
殖
民
統
治
時
期
大
連
的
文
化
芸
術
』
大
連
出
版
社
、

一
九
九
九
年
、
二
一
七
頁
（
で
、
二
九
五
種
と
い
う
デ
ー
タ
を
算
出
し

た
。
同
研
究
の
依
拠
は
、
東
北
地
方
文
献
連
合
目
録
編
集
組
『
東
北
地

方
文
献
連
合
目
録
（
第
一
輯
（』
東
北
地
方
文
献
連
合
目
録
編
集
組
出

版
、
一
九
八
一
年
で
あ
る
。

（
13
（�

満
洲
の
文
学
発
展
状
況
、
及
び
文
学
者
の
紹
介
に
つ
い
て
、
西
創
生
編

―�（8�―
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房
文
書
課
、
一
九
二
〇
～
一
九
三
〇
の
「
戸
口
静
態
」
の
部
分
で
示
し

た
デ
ー
タ
に
よ
り
算
出
し
た
。
ま
た
、
一
九
二
三
年
か
ら
三
〇
年
ま

で
、
中
国
の
内
戦
に
よ
り
、
二
九
〇
万
人
の
華
北
人
が
満
洲
に
移
住
し

た
と
い
う
説
が
あ
る
。
平
野
健
一
郎
「
一
九
二
三
年
の
満
州
」（
平
野

健
一
郎
編
『
近
代
日
本
と
ア
ジ
ア
―
文
化
の
交
流
と
摩
擦
―
』
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
八
四
、二
四
四
頁
（。

（
（3
（�

吉
川
鉄
華
「
満
洲
漢
詩
界
の
回
顧
」
満
洲
タ
イ
ム
ス
社
『
満
洲
タ
イ
ム

ス
廃
刊
記
念
謝
恩
誌
』
一
九
四
一
年
、
一
八
九
～
一
九
三
頁
。

（
（4
（�

段
祺
瑞
「
中
秋
節
日
作
十
首
三
」『
遼
東
詩
壇
』（
第
一
六
号
、

一
九
二
六
年
（、「
奉
賦
青
浦
子
爵
」（
第
一
八
号
、
同
（、「
詠
雪
二
律
」

（
第
二
三
号
、
一
九
二
七
年
（、「
策
国
篇
」（
第
二
四
号
、
同
（、「
賦
答

修
慧
長
老
」（
第
二
六
号
、
同
（、「
旅
大
遊
」（
第
二
七
号
、
同
（、「
時

局
要
人
集
」（
第
六
八
号
、
一
九
三
一
年
（。

（
（5
（�

楊
成
能
「
文
化
月
報
詩
欄
序
言
」『
遼
東
詩
壇
』
一
九
二
九
年
第
四
一

期
、
二
七
～
二
八
頁
。
原
文
「
諸
君
子
皆
飽
経
世
患
，
各
有
胸
懷
。
適

従
何
来
，
據
集
於
此
。
無
聊
坐
歗
，
如
出
一
轍
。
観
風
者
倘
自
得
之
，

不
求
白
也
。」

（
（6
（�

後
藤
新
平
「
満
鉄
総
裁
就
任
情
由
書
」
鶴
見
祐
輔
『
後
藤
新
平
』

一
九
三
七
年
、
復
刻
版
、
勁
草
書
房
、
一
九
六
五
年
、
第
二
巻
、

六
六
九
頁
。

（
（（
（�

『
関
東
庁
統
計
書
』（
関
東
長
官
官
房
文
書
課
，
一
九
二
六
年
（
の
「
戸

口
静
態
」
の
部
分
で
示
し
た
デ
ー
タ
に
よ
り
算
出
し
た
。

（
（8
（�

山
田
芙
峰
「
満
蒙
に
お
け
る
我
が
日
本
の
特
殊
地
位
」『
満
洲
日
日
新

聞
』
一
九
二
六
年
一
月
一
日
。　

（
（9
（�

山
田
武
吉
「
自
序
」『
草
莽
文
叢
』
大
日
社
、
一
九
三
六
年
、
一
～
二

頁
。

（
30
（�

田
岡
正
樹
「
田
岡
序
」『
嚶
鳴
社
詩
鈔
』
一
九
二
六
年
。
原
文
「
日
本

之
文
学
美
術
発
源
於
古
支
那
。
日
本
之
詩
，
中
国
之
詩
也
。
日
本
之

文
，
即
中
国
之
文
也
。
日
本
之
詞
客
文
人
，
対
中
国
之
文
豪
詞
雄
固
心

焉
慕
之
。
…
…
以
文
相
識
，
愈
交
愈
厚
。」

（
31
（�

『
遼
東
詩
壇
』
に
対
す
る
整
理
を
通
し
て
算
出
し
た
。　

（
3（
（�

楊
成
能
「
連
交
唱
和
集
序
」『
遼
東
詩
壇
』
一
九
二
九
年
第
四
八
期
、

三
～
六
頁
。
原
文
「
余
也
，
雅
不
善
詩
，
性
尤
孤
介
。
自
来
連
浜
，
得

與
此
間
所
謂
嚶
鳴
詩
社
、
浩
然
吟
社
諸
詩
人
追
随
吟
嘯
，
恍
然
覚
胸
襟

浩
蕩
，
宇
宙
清
夷
，
不
知
人
世
間
復
有
何
処
能
容
荊
棘
生
也
。
田
岡
淮

海
者
，
此
間
詩
人
之
翹
楚
，
而
余
所
尤
為
心
折
者
也
。
因
其
自
主
催
雅

会
，
紀
念
蘇
長
公
赤
壁
前
遊
，
薈
萃
両
社
詩
人
之
篇
章
。
…
…
於
是
有

連
交
集
之
刊
印
，
以
質
夫
世
之
寄
情
風
雅
者
。」　

（
33
（�

黄
越
川
「
連
交
唱
和
集
序
」『
遼
東
詩
壇
』
一
九
二
八
年
第
三
三
期
、

三
六
～
三
七
頁
。
原
文
「
流
年
未
及
一
週
，
盛
会
曽
経
八
次
。
韻
事
端

推
韻
客
，
吟
哦
不
少
鴻
篇
。
同
文
並
属
同
声
，
紀
念
応
成
兔
冊
。
…
…

邦
交
有
頼
。
…
…
（
余
為
（
西
湖
末
学
，
江
文
通
思
路
常
枯
。
…
…
勉

作
麗
文
，
勝
拜
賜
於
百
朋
。」

（
34
（�

山
口
慎
一
『
満
洲
文
学
二
十
年
』
国
民
画
報
社
、
一
九
四
四
年
、

一
七
七
～
一
八
〇
頁
。

（
35
（�

同
前
掲
注
（
31
（。

（
36
（�

黄
棣
華
の
「
負
暄
山
館
詞
鈔
」
に
お
け
る
言
葉
は
、
孫
海
鵬
『
翼
廬
慵

譚
』
万
巻
出
版
公
司
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
二
頁
よ
り
間
接
引
用
し

た
。

（
3（
（�
「
為
演
芸
事
業
上
土
方
伯
爵
書
」『
盛
京
時
報
大
連
版
』
第
一
七
号
、

一
九
二
六
年
七
月
二
九
日
。「
始
政
二
〇
年
記
念
之
我
見
」『
盛
京
時
報

大
連
版
』
第
一
八
号
、
一
九
二
六
年
八
月
五
日
。

―�（9�―

一九二〇～三〇年代の大連詩壇における日中文人交流 ―李文権を通して見る詩壇の変遷―




